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　私は４歳のころから横笛愛好会に入り、
今は中里小伝承部にも所属している。初め
は鐘をやっていたが、小学２年生の途中から父の一言で笛を
始めた。感染症の流行により、伝承部として祭りに出る機会
が減り、部員も減少している。祭りのおはやしを引きついで
いくためには、いろんな人が祭りについて知り、教えていか
なければいけない。そのために、これからも祭りでたくさん
演奏し、教えていきたい。

　私は、祖父を尊敬している。私が知って
いる祖父は、人のために働いたり協力した
りした人だった。祖父には、地域のために働く行動力や人を
思いやる気持ちがあったと思う。私も、そんな祖父を見習っ
て、人を思いやりみんなを引っ張っていきたい。祖父から学
んだことや、人のため地域のためにという思いを受け継ぎ、
将来、中泊町の発展のために協力していきたい。

　津軽鉄道は、コロナ以前から経営困難に
なり、今ではレールオーナーが必要になる
ほど大変になっている。こうなると廃線になり無くなる可能
性があるため、私たちが高校生になった時に津軽鉄道では通
えなくなるかもしれない。人ごとではなくなる。津軽鉄道に
はストーブ列車やラッセル車などの珍しくて、貴重なものが
たくさんある。町民の交通手段だけでなく、全国の鉄道好き
や観光客が津軽鉄道に乗りたくて青森県を訪れる。中泊町に
とって大切な宝だ。鉄道好きや観光客は津軽鉄道の価値に気
づいている。私たちこそ津軽鉄道という宝の価値を学ぶべき。
ふるさとの宝を体験してほしい。

　「差別」という言葉を聞くと、遠い外国
のできごとのように感じないか。わたしも、
この前までは「差別」なんて自分には関係のないものだと思
っていた。だが、わたしの学級内で一学期におきた二つので
きごとで、「差別」について考えるようになった。「差別」を
なくすということは、簡単なことではない。でも、わたした
ち一人ひとりの心がけでなくすことはできる。 少しずつか
もしれないが、それが「差別」のない社会へつながっていく
のだと思う。

　私は一度仲良くなったら、言葉づかいが
あらくなることに悩んでいる。対策として
できそうなのは、今も意識しているが、会話の中の言葉に気
をつけることと相手の良いところを素直に相手に話すという
こと。相手のことを理解しようとすることが大事だと思う。
これからもいろいろなことで悩むと思うが、その度に、今で
きそうなことを考えたり、周りに相談したりして自分なりに
気持ちの切りかえ方を見つけたい。また、友達が悩んでいた
ら、一緒に考えてあげられる人になりたい。

　私が住んでいる小泊は、人口が減り続け
ている。中でも、子供や若者の減少が目立
ち、高齢者の割合が多くなっている。私たちにできることは
小泊にあるたくさんのおすすめスポットを知り、観光客に説
明や紹介ができるようになることだと思う。すてきな未来を
目指して、たとえ小さくても、今できることをみんなで考え、
取り組むことで、私が大人になったときに理想の小泊になっ
ていたら、私もずっと小泊に住み続けようと思う。これが、
私たちの考える理想の小泊だ。

　私は小泊の事が大好きです。最初はあま
り好きではなかったが、小泊でずっと過ご
していると小泊の良さが分かって自分の住む町が大好きにな
った。地域の方がとても優しかったり、自然が豊かだったり
などたくさんの良いところがある。これから私は地域の人た
ちのように挨拶をしっかりして、優しく接し、地域の人たち
への思いやりを大切にしていきたい。

　私はとても小さいときから魚アレルギー
をもっているため、いろいろな魚を食べた
くても食べられない。症状は人にもよるが、じんましんやか
ゆみ、ひどいと呼吸困難になることがある。アレルギーを持
っていない人は持っている人の苦しみを実際に感じることは
できないが、想像することはできると思う。多くの人がアレ
ルギーについて興味を持ち、アレルギーへの理解を深めるこ
とで、すべての人が安心、安全に食事ができる世の中になっ
て欲しい。

　少年の主張大会が８月25日㈮に総合文化センター「パルナス」で開催され、町内の６小中
学校の代表計８人が発表をしました。ここではその発表の一部を紹介します。

第11回 中泊町少年の主張大会
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「人生100年時代」といわれる今、一人ひと
りが住み慣れた地域で健康でいることを

目的とした高齢者の保健事業と介護予防の一体的取
り組みが、８月１日㈫に上豊岡、８月31日㈭に芦野、
９月11日㈪に小泊の各会場で行われました。
　当日は、自分の筋力量がわかる「体組成計」や歩
行状態が確認できる「歩行年齢測定」などを実施、
座学として自宅でできる健康づくりのヒントや継続
する大切さを学びました。参加者からは「歩いてこ
られる場所で、体のことを知ることができた。『歳
だから…』と諦めることなく、元気に取り組んでい
きたい」「声をかけられて来てみた。改めて毎日の
積み重ねが大切だと学んだ」と話しました。
　各自治会はじめ、集落支援員、民生委員、保健協
力員の協力のもと、気軽に集い楽しめる健康づくり
の場となりました。

ごみ学習会を８月31日㈭に中里小４
年生が行いました。

　児童たちは中泊町最終処分場と西部ク
リーンセンターの２か所を回り、ゴミが
処分されるまでの工程を学びました。
　最終処分場では、化学薬品や微生物を
使った実験を見せながらの説明があり、
興味津々の様子で見学をしました。
　また、西部クリーンセンターでは、燃
やした後の灰をクレーンで運ぶ作業を実
際に体験し、喜びの声をあげていました。
　児童たちは、「ごみの処理がどれだけ
大変なのか分かった」「ごみを減らすた
めにまず自分ができることをしていきた
い」と話しました。

住み慣れた地域で健康づくり
高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の取り組み

ごみはどう処理されているの？
中里小４年生がごみ学習会を実施

上豊岡会場

芦野会場

小泊会場
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西部郵便局長会つがる部会が８月31日㈭
に町長のもとを訪れ、食育と健康指導

に役立ててほしいとオーブンレンジと血圧計
４台、腕帯１枚を寄贈しました。
　町長は「町民の生活習慣病に関する指導な
どに有効活用したい」と話しました。

中里小６年生が９月21日㈭
に町長と小・中学生の意

見交換会を行いました。
　子どもたちは、町の人口が減
っていく中で町では何を行って
いこうとしているのか聞き、自
分たちには何ができるのか考え
ました。
　参加した児童は「町の未来を
しっかり考えることができた。
自分たちには何ができるか探し
ていきたい」と話しました。

長年にわたり社会に尽くしてきた長
寿者を祝う敬老会が、総合文化セ

ンター「パルナス」で９月15日㈮に開
催されました。
　主催者を代表して町長は「元気な100
歳を目指して健やかに笑顔で長生きして
ほしい」と挨拶をしました。
　今年度の顕彰対象者は、88歳長寿者
141人、ダイヤモンド婚を迎えた夫婦は
５組、金婚を迎えた夫婦は３組でした。

食育と健康指導の役に立てば
西部郵便局長会つがる部会が寄贈

町の未来を考える
町長と小・中学生の意見交換会

いつまでもお元気で
令和５年度敬老会開催
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